
平成２９年８月１１日（金祝）

〔Ｕ-８ミニサッカー大会〕

MIYAMA EAST交流会



主　　催 Ｆ.Ｃ　ＭＩＹＡＭＡ　ＥＡＳＴ

日　　程 平成２９年 ８月 １１日（金・祝）　開会式　８：３０

※　雨天中止（小雨決行）　やむを得ず中止の場合は、当日の６：００頃までに連絡いたします。

会　　場 船橋市立三山東小学校グラウンド 船橋市三山6-32-1

参 加 費 １チームにつき３，０００円（当日お支払いください）

参加資格 ①　小学校２年生の男女とする。

②　１名以上の指導者及び１名以上の審判員を帯同していること。

③　選手は健康であり、保護者の同意を得ていること。

④　スポーツ傷害保険に加入していること。

表　　彰 トロフィー：優勝、準優勝、３位（２チーム）、敢闘賞（下位トーナメント１位）、優秀選手賞：各チーム１名にメダル

規　　程

ル ー ル

①　反則

②　キックイン

③　ゴールキーパーのプレー

④　バックパス

⑤　４秒ルール

諸 注 意 ※参加チームは下記事項を確認の上、チーム内で徹底してください。

①　競技中の負傷に関しては、各チームの責任でお願いします。

　　②　学校の敷地内・外は禁煙です。尚ゴミは各チームで必ず持ち帰りください。

③　駐車場は、１チームエントリーは２台まで、２チームエントリーは４台までとさせていただきます。

マイクロバスでの来場はできません。

　　駐車票は各チームでご用意いただきフロントガラスに掲出してください。

④　駐車場内での盗難・事故等は、主催者は一切の責任を負いませんので個人の責任で対処ください。

⑤　施設備品等の破損・紛失などは、参加チームが責任をもって対処ください。

⑥　校内の遊具の使用を禁止します。また、花壇等に立ち入らないようお願いします。

⑦　各会場周辺の路上駐車及び商業施設等への駐車は迷惑になりますので、絶対にしないようお願いします。

⑧　開場は７：４５以降となりますので、それ以前の来場はご遠慮ください。

　　ゴールキックの代わりにキーパースローで競技を再開する。ノーバウンドでハーフウェイラインを越えてはいけない。越えた場合は、相手側がセン
　　ターライン上の任意の地点から間接フリーキックを行う。
　　インプレー中にペナルティーエリア内で手を使えます。
　　ペナルティーエリア内から手で投げたり直接蹴ったりできますがハーフウエアラインをノーバウンドで越えてはいけない。
　　越えた場合は、相手側がセンターライン上の任意の地点から間接フリーキックを行う。ただし、ドロップキック（ワンバウンド）の場合のみハーフ
　　ウエアラインを越えても良い。

⑦　コートは縦３５ｍ、幅２５ｍとする。

船橋市サッカー協会ミニサッカー競技規則に準ずる。（一部ローカルルールあり）

MIYAMA EAST交流会〔 Ｕ-８ミニサッカー大会〕実施要項

⑧　ペナルティエリアは、ゴールラインから両ゴールポストの外側を中心に半径６メートルの１/４円弧を描き、その両端をゴールラインと平行な
　　線で結び、これらとゴールラインによって囲まれた部分とする。また、ペナルティマークはゴールラインの中央から直角の方向に６メートル
　　離れた地点とする。コーナーアークは設けない。

②　参加８チームを２ブロックに分けてリーグ戦を行う。各ブロック1位・2位による決勝トーナメント・各ブロック3位・４位によるフレンドリー
　　トーナメントを行う。

　　ゴールキーパーへのキックによるバックパス（キックインを含む）は何度でもできるが、手で扱うことはできない。
　　手で扱った場合は、違反が起きた地点に最も近いペナルティエリアライン上から間接フリーキックを行う。

⑨　交代は、タッチラインの中央に設けた交代ゾーンから、インプレー中、アウトオブプレー中に、自由に何度でも行える。ただし、プレー中の選手
　　が完全にコートを出てから、交代選手が入ること。これに違反した場合は、その時にボールのあった地点で、相手側に間接フリーキックを与える。
　　また、ゴールキーパーの交代もインプレー中、アウトオブプレー中に自由に行える。

　　キーパースロー、フリーキック、キックインなどのリプレーに対して４秒ルールを適用するので、審判は速やかに行うよう促してください。

③　試合時間は、１０分ハーフ（１０分-５分-１０分／アディショナルタイムなし）、決勝トーナメントのみ同点の場合は３人によるＰＫ戦を行う。

①　５人制ミニサッカー
　　競技者数は１チーム５人（うち１人はゴールキーパー）とする。
　　交代要員数および交代回数の制限は設けない。ベンチ入りできる指導者は３名までとする。

④　ユニフォームは２着（ビブス可）用意してください。ゴールキーパーはフィールドプレーヤと異なるユニフォーム（ビブス可）を着用する。

⑤　試合球は小学生用フットサルボール（４号球軽量）とし、会場で用意します。

⑥　ゴールの大きさは幅３m、高さ２mとする。

　　スライディングタックルは禁止とする。これらに違反した場合は、相手側に直接フリーキックを与える。タックルではない単なるスライディングは
　　認められる。また、自分のペナルティエリア内のゴールキーパーに関しては、不用意に、無謀に、あるいは過剰な力で行ったスライディングでなけ
　　れば認められる。フリーキックの時、相手側は５ｍ以上離れること。
　　守備側の選手が自分の側のペナルティエリア内で直接フリーキックに相当する反則を犯した場合は、相手側にペナルティキックを与える。
　　また、ペナルティエリア内で守備側が間接フリーキックに相当する反則を犯した場合には、違反が起きた地点に最も近いペナルティエリアライン上
　　から間接フリーキックを行う。
　　ペナルティエリア内で攻撃側が反則を犯した場合に守備側に与えられるフリーキックは、直接、間接にかかわらず、ペナルティエリア内の任意の
　　地点から行う。

　　スローインの代わりにキックインで競技を再開する（間接フリーキック）。この時ボールはタッチライン上または外側25cm程度に置くこと。
　　キッカーは、キックの際に軸足をタッチラインの内側に入れてならない。




